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★単元目標 

〇 水産業が自然条件を生かして営まれていることや、その生産に関わる人々の工夫や努力によって支えられていること

を理解するとともに、地図帳や統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技術を身に付けるよ

うにする。                                         【知識・技能】 

〇 水産業に関わる人々の働きを多角的に考える力、水産業に関わる課題を把握して、これからの水産業の発展について

考える力、考えたことを説明する力を養う。                       【思考・判断・表現】 

〇 我が国の水産業について、主体的に学習問題を追究・解決し、学習したことを基に、社会の一員として、これからの

水産業の発展について考えようとようとする態度を養う。                  【学びに向かう力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年 
社会科/ 

総合 
「水産業のさかんな地域」 

・資料（グラフ、図、表など）から必要な情報を適切に読み取る力をさらに育てる必要がある。 

・読み取った情報を整理し、自分なりに分かりやすくまとめる方法を身に付けることが求められる。 

・調べた内容に対して、自分の考えをもち、それを表現する力を伸ばすことが課題である。 

・情報を共有することで自分の気が付かなかった点に気づき、自分の意見を再構築することができない。 

育みたい情報活用能力 

②タブレットやインター
ネット検索には慣れて
きており、情報収集に対
する意欲は高いが、イン
ターネット上の情報を
そのまま正しいと信じ
てしまう傾向が見られ、
情報元を気にしていな
い。 

 

５－２自然条件を生かしたぶりの養殖に着

目して、品質や安全性の高い魚を安定して

出荷するための工夫や努力を捉える。 

水産業の現状について必要な情報を精査して、友だちと意見を共有する中で、

自分の考えを深めまとめる能力 

③調べた内容を自分の考え

と結び付けて表現する力

も十分とはいえない。 

④友だちの意見と自分の意

見を比較することで、考

えを深めることが難し

い。 

①資料（グラフ、図、表な
ど）から必要な情報を読み
取れなかったり、読み取っ
た情報を並べるだけになっ
たりする児童が多くいる。
また自分の考えと調べた内
容の区別が曖昧になりがち
である。 
 

本時の目標 

実態からわかること 

子どもの実態 

５－１さんまが漁港から消費者のもとに届くまで

の様子に着目して、流通や輸送のはたらきと、そ

れに関わる人たちの工夫や努力を捉える。 



★使用するツールやコンテンツ等 

・教科書：小学社会 5 年(教育出版) 【情報収集】 

・MetaMoJi ClassRoom3      【整理分析】【まとめ・ふりかえり】 

・iPad の時計(ストップウォッチ機能) 【情報収集】 

 

★単元計画（全 10 時間） 

 

 学習内容 主な評価規準【観点】 

第１・２時 
エージェンシート作る。 

学習問題に対して、予想したり調べる計画を立てたりす

る。 

学習課題に沿って、自分自身の学習計画を

立てようとしている【学びに向かう力】 

思考ツールを活用して情報を整理し、さん

ま漁について分かりやすくまとめている。 

【思考・判断・表現】 

第３時 
北海道の・根室のさんま漁の様子に着目して、漁師さんの

たちの工夫を捉える。 

思考ツールを活用して情報を整理し、さん

まの出荷に関わる人たちの工夫について

分かりやすくまとめている。 【思考・判断・

表現】 

第４時 
漁港でのさんまの出荷に関わる人たちの品質を高める工

夫や値段と費用の関係を捉える。 

思考ツールを活用して情報を整理し、さん

まの出荷に関わる人たちの工夫について

分かりやすくまとめている。 【思考・判断・

表現】 

第５時 

本時５－１ 

さんまが漁港から消費者のもとに届くまでの様子に着目

して、流通や輸送のはたらきと、それに関わる人たちの工

夫や努力を捉える。 

思考ツールを活用して情報を整理し、流通

や輸送のはたらきについて分かりやすく

まとめている。 【思考・判断・表現】 

第６時 

本時５－２ 

自然条件を生かしたぶりの養殖の様子に着目して、品質や

安全性の高い魚を安定して出荷するための工夫や努力を

捉える。 

思考ツールを活用して情報を整理し、ぶり

の養殖ついて分かりやすくまとめている。 

【思考・判断・表現】 

第７時 
水産業を取り巻く変化に着目し、日本の水産業の課題につ

いて捉える。 

思考ツールを活用して情報を整理し、日本

の水産業の課題について分かりやすくま

とめている。 【思考・判断・表現】 

第８時 

 

持続可能な水産業を目指す取り組みに着目して、日本はも

ちろん世界の国々でさまざまな取り組みが行われている

ことを捉える。 

思考ツールを活用して情報を整理し、持続

可能な水産業を目指す取り組みについて

分かりやすくまとめている。 【思考・判断・

表現】 

第 9 時 
水産業に関わる人々の工夫や努力についてまとめる。 これまで学習したことを整理し、分かりや

すくまとめ、これからの水産業について考

えようとしている。 【思考・判断・表現】 

第 10 時 
まとめたものと自分の考えを発表、共有する。 まとめた内容と自分の意見を根拠をもっ

て発表し、他者の意見との共通点を比較し

て考察しようとしている。【学びに向かう

力】 

 ※主体的に学習に取り組み、自らの学習を調整しながら学び続けようとしている。【学びに向かう力】 



 

★本時の展開（６/ ８時間） 

 

学習の流れ 主な学習活動と内容（子どもの反応） 支援や情報活用のポイント 

 ☆：情報活用能力のポイント 

導入(5 分） 

 

 

 

 

 

 

展開 

（３７分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

（ ３分） 

 

・前時までにまとめた、さんま漁について学習した

ことを振り返る。 

 

・とる漁業だけでなく、育てる漁業（養殖業）につい

て、エージェンシートを見ながら課題と解決策、学習

計画を見て今日の学習を確認する。 

 

・教科書を読む。 

・教科書の資料から長島町の位置や暖流の流れを読

み取り関連ある文と結びつける。 

・漁港の様子、ぶり養殖の仕事、養殖業者さんの話を

読んで自分が気になったところ、大切なところに線

を引く。 

 

・自分で選んだ思考ツールを使って、メタモジやノ

ートにまとめる。 

〇ぶりの養殖とさんま漁とで似ている点、ちがう点 

〇赤潮について 

〇そのほかの魚の養殖について など 

 

 

まとめたことをグループで伝え合い、よい点や、自分

が気付かなかったことを書いている児童を見つけ

る。 

 

ふりかえりをする。 

MetaMoJi ClassRoom3  

 

 

 

 

 

 

教科書：小学社会 5 (教育出版)  【情報収集】 

MetaMoJi ClassRoom3      【整理分析】 

 

 

 

                 

 

インターネット、本、資料 教科書 【情報収集】 

出典元を書くことを確認する。 

 

 

 

MetaMoJi ClassRoom3      【整理分析】 

 

 

 

 

 

【まとめ・ふりかえり】 

 


